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原告 私の思い 
平成 24 年 10 月 16 日 

 
 この度は、私が経験した裁判にご注目頂き誠にありがとうございます。また、貴重な時

間を頂いたにもかかわらず、文面での思いを伝える形だけとなり、申し訳ないとともにご

容赦下さいますようお願い申し上げます。 
 さて、私は被告会社に平成２１年１１月９日に入社しました。しかし、狭い社内で社長

が社内にいる間は、電話をかけている間も含めずっと自席で喫煙をしている状況でした。 
 私と社長との距離は一つ机を隔てただけですので、４メートル以内です。私は１１月の

出勤日は毎日終日社内研修を受けており、社長もほとんど社内にいることが多かったため、

毎日７時間３０分から８時間３０分受動喫煙の影響を受けつづけている状況でした。そう

いった影響で１１月下旬から私は急性の受動喫煙症の症状を発症してしまいました。 
 １２月２日から営業に出るようになり、当初外出中はその症状がおさまっていたのです

が、間もなく外出中も症状が出てしまい、夜も動悸や咳き込んで眠れない状態になるまで

には時間がかかりませんでした。当然、社内にいる最中は受動喫煙症の症状は継続して出

ていましたので、社長に社内環境を改善して頂かないと症状がおさまないと判断しました。

そこで、社長に自席のすぐ後ろにあるベランダで喫煙をしていただくように丁重にお願い

したところ、怒られてしまいました。これが引き金となり、社長は後日顧問社会保険労務

士に確認した上で、「受動喫煙の症状でそんなことになるわけがない。」と勝手に断定し、

就業時間中でありながら会社を追い出したのが実態です。 
 以上の状況が真実であります。この会社は１０年以上にわたって生損保代理店を経営し

ており、ガン保険を多く販売していることからも受動喫煙についてしっかりと把握してい

なければならない立場にあるといえます。仮にその知識がなかったとしても、社長は私か

らのお願いを受けた際、タバコの影響について調べなければなりませんでした。しかし、

そういったこともせず私を除去し、「現在でも」社内で喫煙を続けている状況です。在籍中

でも裁判中でもこのような態度・行動を改めようとしないことが非常に残念でした。生損

保を販売しているにもかかわらず周辺知識が全くないばかりか、本業についての知識がな

いことが浮き彫りにされ、非常に残念です。世間的・一般的な常識からも受動喫煙が注目

されているにもかかわらず、態度を改めてもらえなかったのが悔しいですし、苦しんだ思

いです。 
 今回の勝訴判決が平成２４年８月２３日に出ました。被告が控訴取下をしたのは、９月

末です。会社を追い出されたのが平成２１年１２月２５日でしたから、その間紆余曲折が

あったにせよ、通算約２年９ヶ月の戦いでした。現在の心境としましては、まずは「ほっ」

としていますが、判決に不満も持っています。理由としましては、被告は上記の実質的な

理由を棚上げにして、他の理由をつけて争ってきたからです。判決によりますと、こちら

側が総論では勝ちましたが、各論では相手の主張が採用される点が幾つもあり、非常に残
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念と同時に悔しい思いがあります。 
 ただ、実務上では試用期間中の解雇は、無効になる可能性が低いという状況からすると 
勝訴したことは誇りに感じます。今回の受動喫煙が安全配慮義務（健康配慮義務）違反に

なることが近い将来、しっかりと認められ、当然の風潮となるといった布石となる判決で

あったことは意義があるとも感じています。 
 試用期間については、判決では通常の解雇よりも認められやすい状況であるのはある意

味仕方のないことかもしれません。しかし、だからと言って簡単に解雇できる、という一

般的な風潮があることには愕然とします。一部の労働者を除いて、会社を発展・繁栄させ

るために労使一体となって頑張っていこうとするのが労働者の本位であり、本来の会社の

あるべき姿です。私は一生懸命業務に従事していて、社長から「営業に向いている」と他

の社員に言っていたことをその社員から伝え聞いたことがあります。にもかかわらず、ベ

ランダで喫煙をしていただくようにお願いしただけなのに、社長の裁量一つで会社を追い

出す行為はいかがなものでしょうか。私には家族がありますので、追い出すということは

私だけでなく、妻・両親などの親族などにも影響が必然的に出てきます。社長にはしっか

りと反省し、「人を預かること」「その家族をも支えていること」を理解して頂いて、経営

して頂くように切に願っています。実際、私はその後１年３ヶ月間無職になってしまい、

非常に高利率のお金を借りようとする寸前まで生活は追い込まれてしまいました。 
 
以上、ここまでくるのに、妻や親の支えがあったこと、岡本弁護士を始めとする応援者

に支えがあってここまでくることが出来ましたので、大変感謝しております。 
 約２年９ヶ月の間に、被告の顧問社会保険労務士のようにはなりたくない、という思い

から、社会保険労務士だけでなく、特定社会保険労務士資格を取得しました。通常、社会

保険労務士は経営をしていく上で、支払能力が一般的にある使用者側に立つことが多いの

ですが、私は労働者として、実際に長期間裁判をしていましたので、そこまで経験した社

会保険労務士は希少だと感じています。 
 今回は、文面でのみの発表となりましたが、将来「試用期間」「受動喫煙」の両方に打ち

勝ったこの事例をテーマに「セミナー」を開催する予定です。その際は再度取り上げて頂

けたら幸いです。 
以上 


